
環境地質本部 地質研究所水産研究本部 函館試験場

多段式⽔槽によるウニ種苗⽣産技術の開発

背 景

成 果

期待される効果

共同研究機関（または協力機関）：国立研究開発法人 水産研究・教育機構 水産資源研究所、上磯郡漁協

重点研究

多段式⽔槽を活⽤した技術によって、従来⼿法より少ない経費で⽣産効率が向上する

１ ２多段育成で成⻑促進 餌料コストを⼤幅削減

ウニ⼈⼯種苗の増産が必要だが、従来の⽣産⽅法では餌料培養
経費や作業量が多く、増産は困難

⽔の交換率が向上し、成⻑促進

３ 種苗⽣産施設で実証

旧︓従来飼育

餌料培養（盤上緑藻）を⻑期継続
▶経費や労⼒が多⼤･･･

2㎜ 5㎜稚ウニサイズ 5mm種苗を100万粒⽣産する
場合の飼育管理の⽐較
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新︓多段育成

「海藻⽚・配合飼料」
を給餌可能に
▶経費削減、⾼成⻑

餌料
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このまま続けても種苗単価は上がる⼀⽅

従来飼育 多段育成

敷地面積
(㎡)

240 117

のべ使用

水量（㎥） 78,750 11,928

のべ使用
波板数

10,140 73

出荷までの
育成期間

150日 90日

作業日数 101日 43日

トレイを重ねて
ウニを育てる

多段育成 従来飼育

⼤型⽔槽、
波板を使⽤



環境地質本部 地質研究所水産研究本部 さけます・内水面水産試験場

背 景

成 果

期待される効果

公募型研究

⽔産業や農業における廃棄物を複合的に飼料原料として利活⽤し資源循環型飼料開発へ展開

２ ホタテウロエキス
(SMGE)の製造

３ SMGEを添加し、
⿂粉代替にポテト蛋⽩を活⽤

製造したSMGEは
飼料添加物として資材会社から販売

共同研究機関：栽培水産試験場、釧路水産試験場、エネルギー・環境・地質研究所、猿払村漁業協同組合
（協 力 機 関：（（株）カネカ、 （株）王子サーモン、北海道大学、北海道内水面漁業連合会）

資源循環型社会を⽬指した養⿂⽤飼料開発

⿂粉半分をポテト蛋⽩に代替し、
SMGE添加で全⿂粉区と同等の成⻑を確認
試験区１︓SMGE添加(2.6％)、
試験区２︓SMGE添加なし
増⾁係数とは1kg増重するのに必要な給餌量で、
多いと養殖コストの上昇（不利）に繋がります。

産業廃棄物を利⽤した飼料開発は、飼料の安定供給と低コスト化に加え
持続的社会を形成する上で重要な課題である。

１
⿂油の代替に
⿂加⼯残渣油を活⽤
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SO ; ⿂加⼯残渣油

SOは⿂油と同等以上の成⻑を確認



環境地質本部 地質研究所水産研究本部 釧路水産試験場

道産マイワシのための⾼鮮度保持技術の開発

背 景

成 果

共同研究機関 ： エネルギー･環境･地質研究所
（協力機関） ： 釧路市漁業協同組合、厚岸漁業協同組合、浜中漁業協同組合、釧路総合振興局、北海道水産林務部水産経営課、水産工学研究所

重点研究

期待される効果

漁業者と流通業者の連携による、消費地市場における⾼鮮度マイワシの流通とブランド化の推進。

資源が豊富な道産マイワシは鮮度低下が早い。
漁獲直後から消費地まで適⽤する鮮度保持技術が必要である。

３１ 船倉内マイワシの温度管理 ２ マイワシの⿂体温の管理 ⾼鮮度流通モデル

シャーベット氷の3日間の平均温度

目標はK値１０以下

＊冷熱量計算式による漁獲時に15℃のマイワシを、
0℃まで冷却するのに必要な氷量の関係。
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環境地質本部 地質研究所水産研究本部 中央水産試験場

新たな⾚潮原因⽣物の特性解明

背 景

成 果

期待される効果

本研究は令和3～4年度北海道赤潮対策緊急支援事業（委託元：水産庁）により実施しました。共同研究機関：水産研究・教育機構、北海道、東京大学、北里大学

公募型研究

北海道周辺海域における⾚潮被害の防⽌対策の構築に活⽤される。

北海道太平洋海域で2021年秋季に発⽣した有害⾚潮は、甚⼤な
漁業被害をもたらしたが、原因⽣物の特性は不明であった。

１ ２ ３原因⽣物はロシア⾚潮
と同じ種

遺伝的にはカムチャツカ産と同じ系統

カレニア・セリフォルミス

道東を代表する海流中に分布

原因⽣物は道東沿岸流・親潮系⽔に出現

多くの有⽤種に対して強い毒性

北海道太平洋⾚潮発⽣時の桂恋漁港と厚岸末広海岸

2021/10/6-9
細胞数/ml

親潮域

津軽暖流
⿊潮系北上
暖⽔

サケ稚⿂ ヒメエゾボラエゾバフンウニ

⽔産⽣物への曝露試験により衰弱やへい死を確認

世界各地で発⾒されているが
遺伝的には複数の系統がある

円が⼤きいほど細胞数（原因⽣物）が多い

20μm


